
海底地殻変動観測関係の
平成23年度第3次補正予算の概要
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平成17年8月30日地震調査推進本部

今後の重点的調査観測について
（－活断層で発生する地震及び海溝型地震を対象とした

重点的調査観測、活断層の今後の基盤的調査観測の進め方－）

Ⅲ．海溝型地震を対象とした重点的調査観測
１．重点的調査観測の目的と対象

目的Ⅰ：地殻活動の現状把握の高度化等地震発生前・後の状況把握
対象：南海トラフで発生する東海地震、東南海地震、南海地震、日本
海溝・千島海溝周辺の海溝型地震を候補

４．海溝型地震の重点的調査観測の観点に対する調査観測項目
観点② 地殻変動の現状把握の高度化および観点④ プレート境界地

震の発生モデルの高度化
GPS／音響測距結合方式等による海底地殻変動観測
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第３次補正予算概要

 東日本大震災復旧・復興関連経費

 海底基準局の復旧（３点） （５８百万円）

 海底地殻変動観測の強化 （３０１百万円）

 南海トラフへの増設（８点）

 測量船「海洋」への観測システムの整備

→地震により動作不能・不安定となった海底基準局の復旧（宮城沖１、２、福島沖）

→「線（1列）」から「面（2列）」へ

→測量船「明洋」、「拓洋」への整備に続き、3隻目

海底地殻変動観測のための海底基準局の復旧・増設海底地殻変動観測のための海底基準局の復旧・増設
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東北地方太平洋沖地震後の
海底の動き

2011年3月末～8月末までの変位量
（下里固定）
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南海トラフにおける観測結果

• 4～5年間の海底地殻変動を観測
• 空間的不均質が判明

ユーラシアプレートに対する移動速度（2006～2011/1）
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南海トラフへの増設（８点）

既設点の名称変更（2012/1～）

旧名 新名 深さm

熊野灘 → 熊野灘1 2000

潮岬1 → 熊野灘3 2000

潮岬2 → 潮岬 1550

室戸沖 → 室戸岬2 1400

東海沖3
(1210m)

室戸沖1
(1340m)

土佐沖1
(1030m)

日向灘1
(1640m)

日向灘2
(1960m)

足摺沖1
(1110m)

足摺沖2
(2910m)

既設点（2012.01時点）

設置予定点

名古屋大学
東北大学

20
00

東海沖1

東海沖2熊野灘1

熊野灘3

潮岬沖

室戸沖2

土佐沖2
（11月設置）

熊野灘2
(2080m)

設置条件設置条件

・水深・水深 10001000～～3000m3000m

・水深＋・水深＋ααの広がりでの広がりで
平らな地形であること平らな地形であること

・海底ケーブルから水深・海底ケーブルから水深
以上離れていること以上離れていること

・活断層の真上でないこと・活断層の真上でないこと

・観測時間（シップタイム）を・観測時間（シップタイム）を
確保できる範囲確保できる範囲

関係機関（国土地理院、関係機関（国土地理院、
JAMSTECJAMSTEC、大学等）と、大学等）と
調整中調整中

目的：観測の空白域を埋める目的：観測の空白域を埋める
①西側①西側 ②既設点と陸側との間②既設点と陸側との間
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既設点（2012.01時点）

設置予定点

名古屋大学
東北大学

南海トラフの巨大地震モデル検討会
第3回会合 金田委員提出資料に加筆

これまでの研究成果との比較
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1996-2000年のGEONETデータによるすべり欠損速度、
浅部低周波微動、東南海・南海地震の津波波源域との比較

既設点（2012.01時点）

設置予定点

橋本ほか（2009）に加筆 8



測量船「海洋」への観測システムの整備

測量船「明洋」
（550トン）

測量船「海洋」
（550トン）

GPSアンテナ

動揺計測装置

海底局
（ミラートランスポンダ）
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音波

音響トランスデューサ
（送受波器）

2012年2月
測量船「海洋」に
観測システムを整備予定

3隻体制へ

海洋
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海底基準点の配置

全25点
【2012年3月末（予定）】
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